
 

 

             

                                   

 

 

 

今回の進路だよりは，第48回茨城県障害者技能競技大会の様子と小学部段階におけるキャリア教育の

一環として，今年度から実施した「お仕事体験」（３年生～６年生）についての様子をお伝えいたします。 

 
技能競技大会に出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立友部特別支援学校 進路指導部  令和元年1２月 第５号 

進路だより 
 

12月7日（土），8日（日）の2日間，水戸市にある茨城県職業人材育成センターにて第48回

障害者技能競技大会が実施されました。この大会は「アビリンピック」の愛称で親しまれている全国

大会の予選を兼ねた地方大会として開催されています。県内各地の学校や職場から数多く選手が出場

する中で，本校は高等部の総合作業班より，ビルクリーニングの部に2名と喫茶サービスの部へ3名

が出場しました。 

日々の練習を経て，大会当日練習の成果を出し切ることのできた生徒達の姿からは，目標をもって

努力することや頑張りぬくことの大切さを感じることができました。 

 ビルクリーニングは決められた時間内に，部屋に見立て

た枠の中をほうきやモップなどの清掃用具を正しく使い，

より美しい所作できれいに清掃することを競う競技です。 

 喫茶サービスは模擬的な喫茶店の中で，2名のお客様

に気持ちの良い接客でティーサービス，コーヒーサービ

スを提供することを競う競技です。 

ビルクリーニングの部 

喫茶サービスの部 



 

 

 

 ３・４年生 給食の仕事体験  

わくわくドキドキのお仕事体験でしたが，活動を通して感謝の気持ちや，働く喜びを感じることができま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５・６年生 フロイデ総合住宅サポートセンター友部  

 室内の掃除グループは，おしゃべりをすることなく，学校で練習した手順に沿って掃除を行っていました。

掃除中には，利用者さんから「きれいにしてくれてありがとう。」との温かい言葉を掛けていただき，帰校後

に嬉しそうに報告してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

小学部 お仕事体験 ～ ほめられる喜び ～ 
 

 

 

 

学校で行っている手順と同じように進められたので，戸惑うことなく清掃活動をすることができました。

利用者の方から，「上手にお掃除できるのね。」と言葉を掛けられ，担当の方からも，「大変助かりました。

ありがとう。」と言われたりして，気持ちよく学校へ戻りました。 

  ６年生 地域交流センターともべ「Tomoa」  

 

 

 

 

 

 

 

校内で行っている清掃活動と手順が違う場面もありましたが，戸惑うことなく進めることができました。

時間内，清掃を続けようという気持ちが見られ，途中でやめることなく続けることができていました。担当

の方から，「大変助かりました。機会があったらまた来てくださいね。」と言われ，「また来ます。」と答えて

いて，必要とされることに喜びを感じている様子でした。 

 

地域交流スペースの床清掃，窓清掃 

パンや麺の袋詰め 
冷蔵庫からの牛乳出し，牛乳ケース

の片付け 

毎日こんなに重い

コンテナを運んで

くれているんだ 

たくさんあるパン

を数えて，袋に入れ

てくれているんだ

ね。 

ケースに入った牛

乳って思っていた

よりも重い！ 

給食コンテナ運び 

カフェテリアの床清掃， 

テーブル拭き 

花壇の草取り 

「健康ルーム」の床拭き，窓，鏡拭き 

 

「マルチホール」の床清掃，

椅子拭き 

駐車場を囲むように造られた花壇に

は，緑の雑草の他，枯れた「しの」 

があり，引き抜くのに力が必要で， 

男の子が活躍しました。 


